
「
破
鏡
」
は
「
半
鏡
」
に
非
ず

―
源
光
行
『
百
詠
和
歌
』
第
一
「
分
暉
度
鵲
鏡
」
注
を
中
心
と
し
て
―

白ハ
ク　

雲ウ
ン
ヒ飛

は
じ
め
に

　
「
分
レ
暉
度
二
鵲
一
鏡
」
は
『
李
嶠
百
詠
』
に
見
ら
れ
る
詩
句
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
源
光
行
（
一
一
六
三

－

一
二
四
四
）
が
『
百
詠

和
歌
』
第
一
の
「
月
」
の
条
に
、「
月
の
一
の
名
に
破
鏡
と
云
。
光
を
分
か
つ
と
は
月
の
虧
は
じ
む
る
な
り
。
昔
女
お
と
こ
あ
り
け
り
。

世
の
乱
れ
に
あ
ひ
て
。
別
れ
て
遠
き
國
へ
行
く
時
。
鏡
を
割
り
て
片
鏡
づ
ゝ
取
て
。
形
見
と
し
て
去
り
ぬ
。
こ
の
女
心
な
ら
ず
夫
し
て

け
り
。
時
に
片
鏡
鵲
に
な
り
て
遥
か
に
飛
び
て
。
お
と
こ
の
鏡
と
一
に
な
り
ぬ
。
お
と
こ
哀
れ
と
思
ひ
知
り
ぬ
。
後
の
人
鏡
を
鋳
て
裏

に
鵲
を
う
つ
せ
り
。
こ
の
こ
と
は
鄭
の
人
曹
文
と
い
へ
り
。（
へ
た
て
こ
し
昔
の
影
も
歸
き
て
あ
ひ
み
る
月
の
か
ゝ
み
な
り
け
り
）」﹇
栃

尾
武
編
『
百
詠
和
歌
注
内
閣
文
庫
蔵
百
廿
詠
翻
字
内
閣
文
庫
蔵
百
詠
和
歌
影
印
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。﹈
と
注
和
歌

を
付
し
て
い
る
。
注
に
い
う
「
鄭
の
人
曹
文
」
の
故
事
は
、『
両
京
新
記
』『
本
事
詩
』『
太
平
御
覧
』『
綺
語
抄
』『
注
好
選
』『
今
昔
物

語
集
』
な
ど
に
見
え
る
い
わ
ゆ
る
「
破
鏡
」
説
話
で
あ
る
。

　
「
破
鏡
」
説
話
と
は
、
離
れ
て
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
夫
婦
が
、
鏡
を
割
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
一
片
を
持
ち
、
再
会
の
た
め

に
証
と
す
る
。
よ
っ
て
、
中
国
の
場
合
に
は
、『
本
事
詩
』
の
よ
う
に
、
そ
の
鏡
の
お
陰
で
再
会
・
復
縁
を
果
た
し
た
所
謂
「
破
鏡
重

圓
」
型
と
『
太
平
御
覧
』
の
よ
う
な
、
女
が
ほ
か
の
男
と
結
婚
し
た
た
め
、
女
が
持
っ
て
い
た
半
分
の
鏡
が
鵲
に
な
っ
て
、
男
の
と
こ

ろ
へ
舞
い
戻
り
、
女
の
不
義
を
知
ら
せ
た
と
い
う
類
の
夫
婦
離
縁
型
が
あ
る
。
日
本
の
場
合
も
中
国
と
同
様
、
二
つ
の
型
の
話
が
伝
わ
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っ
て
い
る
が
、『
唐
物
語
』
の
よ
う
な
、
比
較
的
忠
実
な
翻
訳
説
話
類
以
外
は
、
離
縁
型
の
方
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

日
本
と
中
国
の
こ
れ
ら
の
話
で
は
、
度
々
「
破
鏡
」「
半
鏡
」「
半
照
」
な
ど
が
混
在
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
現
行
の
注
釈
類

で
も
、
こ
の
「
半
鏡
」
と
「
破
鏡
」
が
し
ば
し
ば
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
妥
当
と
は
言
え
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、「
破
鏡
」

が
源
光
行
の
言
う
月
の
一
の
名
と
す
れ
ば
、
月
の
満
ち
欠
け
の
特
徴
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
李
嶠
の
原
詩
に
も
月

の
形
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
鏡
の
よ
う
な
月
は
、
月
の
自
ら
持
つ
満
ち
欠
け
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
割
れ
方

を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鏡
と
し
て
の
「
半
鏡
」
や
「
半
照
」、
日
本
語
で
言
う
「
片
割
れ
鏡
」
は
み
な
「
破
鏡
」
の
範
疇
に

入
る
も
の
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
ら
を
月
に
喩
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
形
は
上
弦
の
月
あ
る
い
は
下
弦
の
月
の
形
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
月
の
満
ち
欠
け
と
い
う
天
文
的
現
象
に
従
っ
て
、「
破
鏡
」
と
い
う
の
は
月
の
満
ち
欠
け
に
準
じ
て
新
月
、
満
月

（
望
月
）、
晦
以
外
は
、
み
な
「
破
鏡
」
で
あ
る
こ
と
が
言
え
る
。
三
日
月
や
「
半
鏡
」、
そ
れ
以
外
の
割
れ
た
形
は
す
べ
て
当
て
は
ま
る

の
で
あ
る
。「
半
鏡
」
と
い
う
の
は
上
弦
や
下
弦
の
時
の
月
の
形
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。「
破
鏡
」
の
中
に
は
、「
半
鏡
」
す
な
わ
ち
満

月
の
半
分
も
含
ま
れ
て
い
る
し
、
ほ
か
の
形
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
「
半
鏡
」
は
「
破
鏡
」
を
含
み
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
破
鏡
」
と
は
、
鏡
、
月
だ
け
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
な
く
、『
太
平
御
覧
』
に
記
載
し
て
い
る
よ
う
に
、「
漢
書
郊
祀
志

曰
：
古
者
天
子
常
以
春
秋
解
祠
、
祠
黃
帝
用
一
梟
破
鏡
。」〔『
漢
書
』
郊
祀
志
に
曰
く
：
古
は
天
子
常
に
春
秋
を
以
て
解
祀
す
。
黄
帝
を

祀
る
に
は
、
一
の
梟
と
破
鏡
と
を
用
い
〕、
こ
の
箇
所
の
「
破
鏡
」
に
つ
い
て
は
、「
獣
名
、
食
父
。
黄
帝
欲
絶
其
類
、
使
祀
皆
用
之
。

破
鏡
、
如

而
虎
眼
」〔
獣
の
名
、
父
を
食
す
。
黄
帝
其
の
類
を
絶
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
祀
に
皆
之
を
用
い
せ
し
む
。
破
鏡
は
、

の
如

き
虎
の
眼
〕
と
孟
康
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
破
鏡
」
は
父
を
食
う
と
い
う
獣
だ
か
ら
、
祭
祀
の
時
に
み
な
こ
れ
を
用
い
る
の
は
、
そ

の
類
を
絶
滅
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
、
も
と
も
と
『
史
記
』
に
記
載
さ
れ
た
獣
の
名
前
で
あ
る
。
漢
・
太
史
令
司
馬
遷
撰
『
史
記
』

卷
十
二
①
に
は
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古
者
天
子
常
以
春
秋
解
祠
、
祠
黃
帝
用
一
梟
破
鏡
。

集
觧
：
孟
康
曰
、
梟
、
鳥
名
。
食
母
。
破
鏡
、
獸
名
。
食
父
。
黃
帝
欲
絶
其
類
、
使
百
物
祠
皆
用
之
。
破
鏡
、
如

、
而
虎
眼
。

吉
田
賢
抗
『
史
記
』
二
（
本
紀
）（
新
釈
漢
文
大
系
39
、
明
治
書
院
、
六
九
六
頁
）
は
「
破
鏡
は
父
を
食
う
と
い
う
獣
。
祭
祀
に
こ
れ
を

用
い
る
の
は
、
そ
の
類
を
絶
滅
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
一
説
に
破
鏡
は
破
れ
鏡
と
い
う
。」
と
注
釈
し
て
い
る
。

古い
に
し
へ

は
天て

ん

子し

、
常つ

ね

に
春し

ゅ
ん

秋じ
う

を
以も

っ

て
解か

い
し祠
す
。

黃く
わ
う

帝て
い

を
祠ま

つ

る
に
は
、
一い

つ

の
梟け

う

と
破は

き
ょ
う鏡
と
を
用も

ち

ひ

　
『
史
記
』
は
「
史
家
の
絶
唱
」
と
さ
れ
る
書
物
で
、
文
人
た
ち
の
基
本
的
教
養
書
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
源
光
行
が

こ
れ
を
知
ら
な
い
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
源
光
行
が
李
嶠
の
詠
物
詩
「
月
」
と
無
関
係
だ
か
ら
、
敢
え
て
言
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
、「
破
鏡
催
二
歸
客
一
、
殘
陽
見
二
舊
山
一
」
の
よ
う
に
、
月
を
喩
え
る
場
合
の
「
破
鏡
」
は
、「
半
輪
残
月
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る

も
、
明
・
馮
惟
訥
『
古
詩
紀
』
に
「
古
辭
云
：
藁
砧
今
何
在
、
山
上
復
有
レ
山
。
何
當
大
刀
頭
、
破
鏡
飛
上
レ
天
。
藁
砧
、
砆
也
。
謂
レ

夫
也
。
山
上
有
レ
山
、
出
也
。
大
刀
頭
、
刀
上
鐶
也
。
破
鏡
、
言
半
月
當
還
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
月
の
半
分
、
時
間
の
「
半
月
」

の
こ
と
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ま
た
、「
半
鏡
」
は
明
・
曹
學
佺
『
石
倉
歴
代
詩
選
』
巻
九
十
六
「
拆
釵
伴
レ
妾
埋
二
青
塜
一
、
半
鏡
隨
レ
郎
葬
二
杜
郵
一
」
に
あ
る
よ
う

に
、
具
体
的
な
女
子
用
の
化
粧
道
具
と
し
て
の
鏡
も
指
す
が
、『
御
製
詩
初
集
』
巻
十
七
に
「
古
今
體
九
十
九
首
・
弦
月
」
所
収
の
詩
に
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「
塞
天
懸
二
半
鏡
一
」
と
あ
る
よ
う
に
「
弦
月
」
の
こ
と
も
示
す
。

　

拙
稿
は
、
日
中
の
文
献
に
基
づ
い
て
、「
破
鏡
」「
半
鏡
」
が
使
わ
れ
て
い
る
文
脈
を
区
別
し
な
が
ら
、
用
例
を
収
集
・
分
類
し
、「
破

鏡
」
の
天
文
学
的
実
態
、
か
つ
暦
の
言
い
回
し
の
使
い
方
と
「
半
鏡
」
の
具
体
的
道
具
と
し
て
扱
わ
れ
る
一
面
を
、
説
話
・
詩
話
乃
至

和
歌
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章　
「
破
鏡
」
と
は

一
、
源
光
行
に
つ
い
て

　

源
光
行
（
一
一
六
三
〜
一
二
四
四
）、
平
安
末
期
〜
鎌
倉
前
期
の
歌
学
者
。『
蒙
求
和
歌
』『
百
詠
和
歌
』『
新
楽
府
和
歌
』（
散
佚
）
の

三
部
作
を
な
す
。
山
脇
毅
「
源
光
行
一
家
年
譜
」（『
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究
』
創
元
社
、
一
九
四
四
年
）、
栃
尾
武
『
百
詠
和
歌

注
』「
書
誌
」、
小
山
順
子
「『
蒙
求
和
歌
』『
百
詠
和
歌
』
の
表
現
―
歌
人
と
し
て
の
源
光
行
―
」（『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』

二
〇
一
六
年
、35

：1

‒21　

http://dx.doi.org/10.14989/210391

）
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。『
百
詠
和

歌
』
に
つ
い
て
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
一
八
四
頁
）
に
「
百
詠
和
歌
ひ
ゃ
く
え
い
わ
か　

十
二
巻
二
冊
。
和
歌
。
鎌
倉
時
代
の
翻
案
歌
集
。
源
光
行
（
み
つ
ゆ
き
）
作
。
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
成
立
。『
蒙
求
和
歌
』
及
び

『
楽
府
（
が
ふ
）
和
歌
』（
散
佚
）
と
と
も
に
三
部
作
を
な
す
。
一
説
に
、
将
軍
源
実
朝
に
献
上
さ
れ
た
も
の
か
と
い
う
。」
と
あ
る
。『
群

書
解
題
』
第
十
②
、
乾
克
己
「
十
訓
抄
と
文
鳳
抄
・
百
詠
和
歌
」③
、
池
田
利
夫
『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
研
究
翻
訳
説
話　

と
そ
の
典

拠
』④
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
文
中
に
栃
尾
武
『
百
詠
和
歌
注
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
と
胡
志
昂
・
山
部
和
喜
・
中
村

文
・
山
田
昭
全
『
百
詠
和
歌
』
注
釈
（
二
）（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
（
人
間
学
部
篇
）』
第
8
号
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）
の
注
釈
を
比

較
検
討
し
、
元
来
の
唐
・
張
庭
芳
注
と
源
光
行
が
施
し
た
注
釈
と
の
比
較
も
行
い
、
源
光
行
の
注
の
含
意
を
探
る
次
第
で
あ
る
。
ま
ず
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月
の
別
名
か
ら
論
を
進
め
る
。

二
、
月
の
名

　

源
光
行
は
「
月
の
一
の
名
に
破
鏡
と
云
」
と
い
う
見
解
で
、
月
の
別
名
を
も
っ
て
、「
月
」
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
月
の
別
名

は
古
く
か
ら
多
く
存
在
す
る
。
前
漢
『
爾
雅
』「
釋
天
」
に

月
在
甲
曰
畢
、
在
乙
曰
橘
、
在
丙
曰
修
、
在
丁
曰
圉
、
在
戊
曰
厲
、
在
己
曰
則
、
在
庚
曰
窒
、
在
辛
曰
塞
、
在
壬
曰
終
、
在
癸
曰

極
。

〔
月
は
甲
に
在
れ
ば
畢
と
曰
い
、
乙
に
在
れ
ば
橘
と
曰
い
、
丙
に
在
れ
ば
修
と
曰
い
、
丁
に
在
れ
ば
圉
と
曰
い
、
戊
に
在
れ
ば
厲
と

曰
い
、
己
に
在
れ
ば
則
と
曰
い
、
庚
に
在
れ
ば
窒
と
曰
い
、
辛
に
在
れ
ば
塞
と
曰
い
、
壬
に
在
れ
ば
終
と
曰
い
、
癸
に
在
れ
ば
極

と
曰
う
。〕

と
あ
る
よ
う
に
、「
十
干
」、
つ
ま
り
日
（
月
の
位
置
）
に
よ
っ
て
、
月
の
呼
び
名
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
後
漢
『
釋

名
』
に
は

月
、
缺
也
。
満
、
則
缺
也
。

〔
月
、
缺
な
り
。
満
ち
れ
ば
、
則
ち
缺
く
る
な
り
。〕
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と
あ
る
。
こ
れ
は
「
同
聲
相
諧
」
と
い
う
訓
詁
の
類
で
、「
缺け

つ

」
を
も
っ
て
「
月げ

つ

」
を
説
明
す
る
こ
と
は
、「
缺
」
と
「
月
」
が
古
く
は

近
い
発
音
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
⑤
。
ま
た
、
唐
・
白
居
易
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
月
第
四
（『
白
孔
六
帖
』
も
同
）
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

蓂
莢　

晦
朔
應
月
而
生
落

桂
華　

月
中
有
仙
桂
樹

蛾
眉　

繊
繊
似
玉
鉤　

娟
娟
若
蛾
眉
、
謂
初
月

破
環
・
破
鏡　

飛
上
天
、
謂
残
月

鵲
飛　

魏
武
帝
歌
曰
月
明
星
稀
烏
鵲
南
飛

右
の
「
破
環
・
破
鏡
」
の
見
出
し
の
下
に
、「
飛
上
天
、
謂
残
月
」〔
飛
ん
で
天
に
上
り
、
残
月
と
謂
う
〕
の
解
釈
の
注
が
施
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
少
な
く
と
も
、
唐
の
白
居
易
の
時
代
に
は
す
で
に
、「
破
鏡
」
と
い
う
言
葉
で

月
を
表
現
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
白
居
易
は
日
本
の
歌
人
た
ち
に
愛
さ
れ
た
詩
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
か
ら
、
源
光

行
が
白
居
易
が
書
い
た
こ
の
書
物
を
見
て
い
な
い
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、『
百
詠
和
歌
』
第
一
、「
月
」
の
条
の
「
分
レ
暉ヲ

度
二
鵲

一
鏡
」
に
対
す
る
源
光
行
の
注
釈
を
見
て
み
よ
う
。

三
、
源
光
行
が
「
分
レ
暉ヲ

度
二
鵲
一
鏡
」
に
加
え
た
注
釈
に
つ
い
て

　

月
の
一
の
名
に
破
鏡
と
云
光
を
わ
か
つ
と
は
月
の
虧
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は
し
む
る
な
り
昔
女
お
と
こ
あ
り
け
り
世
の
み
た
れ

　

に
あ
ひ
て
わ
か
れ
て
と
ほ
き
國
へ
ゆ
く
と
き
鏡
を
わ

　

り
て
か
た
鏡
つ
ゝ
と
て
か
た
み
と
し
て
さ
り
ぬ
こ
の

　

女
心
な
ら
す
夫
し
て
け
り
時
に
か
た
か
ゝ
み
か
さ
ゝ

　

き
に
な
り
て
は
る
か
に
と
ひ
て
お
と
こ
の
か
ゝ
み
と

　

一
に
な
り
ぬ
お
と
こ
あ
は
れ
と
お
も
ひ
し
り
ぬ
後
の

　

人
鏡
を
い
て
う
ら
に
か
さ
ゝ
き
を
う
つ
せ
り
こ
の
こ

　

と
は
鄭
の
人
曹
文
と
い
へ
り

へ
た
て
こ
し
昔
の
影
も
歸
き
て
あ
ひ
み
る
月
の
か
ゝ
み

な
り
け
り

右
は
、
栃
尾
武
編
『
百
詠
和
歌
注
（
内
閣
文
庫
蔵
百
廿
詠
翻
字
・
内
閣
文
庫
蔵
百
詠
和
歌
影
印
）』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
の
百

詠
和
歌
影
印
に
よ
る
翻
字
で
あ
る
。
分
か
り
や
す
く
た
め
に
、
さ
ら
に
筆
者
に
よ
り
、
清
濁
句
読
点
を
施
し
、
適
宜
漢
字
を
宛
て
た
も

の
を
左
に
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

月
の
一
の
名
に
破
鏡
と
云
。
光
を
分
か
つ
と
は
月
の
虧
は
じ
む
る
な
り
。
昔
女
お
と
こ
あ
り
け
り
。
世
の
乱
れ
に
あ
ひ
て
。
別

れ
て
遠
き
國
へ
行
く
時
。
鏡
を
割
り
て
片
鏡
づ
ゝ
取
て
。
形
見
と
し
て
去
り
ぬ
。
こ
の
女
心
な
ら
ず
夫
し
て
け
り
。
時
に
片
鏡

鵲
に
な
り
て
遥
か
に
飛
び
て
。
お
と
こ
の
鏡
と
一
に
な
り
ぬ
。
お
と
こ
哀
れ
と
思
ひ
知
り
ぬ
。
後
の
人
鏡
を
鋳
て
裏
に
鵲
を
う
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つ
せ
り
。
こ
の
こ
と
は
鄭
の
人
曹
文
と
い
へ
り
。

へ
た
て
こ
し
昔
の
影
も
歸
き
て
あ
ひ
み
る
月
の
か
ゝ
み
な
り
け
り

右
の
内
容
は
、
源
光
行
が
『
李
嶠
百
詠
』
乾
象
十
首
の
「
月
」
の
詩
に
加
え
た
注
釈
で
あ
る
。
李
嶠
の
も
と
の
詠
物
詩
「
月
」
の
詩
を

左
に
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

桂
生
三
五
夕 

〔
桂
は
三

－

五
の
夕
べ
に
生
る
〕 

桂
生
一
作
滿
三

－

五
夕

蓂
開
二
八
時 

〔
蓂
は
二

－

八
の
時
に
開
く
〕 

蓂
開
一
作
分
二

－

八
時

分
暉
度
鵲
鏡 

〔
暉
を
分
ち
鵲
の
鏡
を
度
る
〕 

分一作
飛
鵲
鑑

レ
暉
一
作
清
輝
度
二
鵲
鏡
一

流
彩
入
蛾
眉 

〔
彩
を
流
し
、
蛾
眉
に
入
り
〕 
流一作

新
影
學
蛾
眉

彩
一
作
影
入
二
蛾
眉
一

皎
潔
凌
踈
牖 

〔
皎
潔
た
る
踈
牖
に
凌
む
〕 
皎

－

潔
凌
二
一
作
臨
踈
牖
一

朦
朧
鑒
薄
帷 

〔
朦
朧
た
る
薄
帷
を
鑒
く
〕 

朦

－

一
作
朎
朧
鑒
二
薄
帷
一

願
陪
北
堂
宴 

〔
願
く
は
北

－

堂
宴
を
陪
む
〕 

願一作
願
言
從
愛
客

陪
二
北

－

堂
宴
一

長
賦
西
園
詩 

〔
長
く
西
園
の
詩
を
賦
す
〕 

長一作
清
夜
幸
同
嬉

賦
二
西
園
詩
一
（
一
作
清
夜
幸
同
嬉
）

李
嶠
は
詠
物
詩
の
中
に
「
月
」
の
形
を
詩
句
「
桂
生
三
五
夕
」「
蓂
開
二
八
時
」「
分
輝
度
鵲
鏡
」「
流
彩
入
蛾
眉
」
と
し
て
表
現
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、「
桂
生
三
五
夕
」
と
は
、「
満
月
」
を
意
味
す
る
。「
蓂
開
二
八
時
」
と
は
、「
虧
け
始
め
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。「
分
輝

度
鵲
鏡
」
と
は
、
上
弦
ま
た
下
弦
の
月
で
、
つ
ま
り
「
半
鏡
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
流
彩
入
蛾
眉
」
と
は
、「
三
日
月
」
の
こ
と
を
言
っ
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て
い
る
の
で
あ
る
。
画
像
で
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
か
ら
、
以
下
に
示
す
（「（
Ｃ
）
ア
ス
ト
ロ
ア
ー
ツ
」http://zukan.kids.yahoo.

co.jp/astro/phenom
enon/0005.htm

l

）。
た
だ
し
、
形
だ
け
で
は
な
く
、
李
嶠
は
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
句
の
中
に
、
説
話
や
故
事
、
詩
話

な
ど
を
巧
み
に
編
み
こ
ん
で
い
る
の
で
、
後
世
の
注
釈
者
に
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
馳
せ
さ
せ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
そ
こ
で
、
唐
・

張
庭
芳
注
の
そ
う
い
う
一
面
が
見
ら
れ
る
注
釈
に
注
目
し
た
い
。
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第
二
章　

張
庭
芳
の
注
に
つ
い
て

一
、
張
庭
芳
注
の
内
容
に
つ
い
て

　
【
唐
】
李
嶠
撰
、
張
庭
芳
注
、
胡
志
昂
編
『
日
藏
古
抄
李
嶠
詠
物
詩
注
』（
海
外
珍
藏
善
本
叢
書
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八

年
、
六
頁
）
に
張
庭
芳
注
の
内
容
が
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

右
の
内
容
を
以
下
に
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

神
異
記
曰
：
昔
有
夫
婦
将

打
鏡
破
、
方
執
一
片
、
以
為
信
。
其
妻
与
人
私

－

通
、
其
片
鏡
化
為
飛
鵲
至
夫
前
、
夫
乃
知
之
。
後

人
鑄
鏡
因
為
鵲
安
背
上
也
。
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右
の
内
容
を
源
光
行
の
そ
れ
と
比
較
し
て
見
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
【
張
庭
芳
と
源
光
行
の
注
の
比
較
（
表
一
）】
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右
の
「
表
一
」
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
源
光
行
は
張
庭
芳
よ
り
大
幅
に
注
釈
を
加
え
た
こ
と
が
分
か
る
。
内
容
か
ら
す
る
と
、
張

庭
芳
が
言
う
「
神
異
記
」
の
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
出
所
は
「
鄭
の
人
曹
文
」
と
す
る
。
こ
の
「
鄭
の
人
曹
文
」

の
話
は
日
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
「
破
鏡
」
説
話
の
代
表
的
な
鵲
が
鏡
の
裏
に
鋳
造
さ
れ
る
由
来
談
の
一
類
型
で
あ
る
。

代
表
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
『
綺
語
抄
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、『
綺
語
抄
』
に
お
け
る
「
破
鏡
」
説
話
譚

　

藤
原
仲
実
（
一
〇
五
六
〜
一
一
一
八
）
撰
『
綺
語
抄
』
中
、
院
政
期
歌
学
書
。
三
巻
。
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
〜
元
永
元
年

（
一
一
一
八
）
の
間
の
成
立
。
久
曽
神
昇
『
綺
語
抄
』（『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
一
、
風
間
書
房
、
一
九
五
九
年
、
七
六
頁
）
に
左
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

の
も
り
の
か
ゞ
み

む
か
し
曹
文
と
云
け
る
人
あ
り
け
り
。
お
ほ
や
け
に
つ
か
ま
つ
り
て
仰
を
う
け
給
り
て
、
ゐ
中
へ
く
だ
り
け
る
が
、
ぎ
の
か
た
を

う
ら
に
い
つ
け
た
り
け
る
か
ゞ
み
を
、
中
よ
り
わ
り
て
、
か
さ
ゝ
ぎ
の
は
ね
を
こ
な
た
あ
な
た
に
つ
け
て
、
か
た
か
た
を
ば
め
に

と
ら
せ
、
い
ま
か
た
か
た
を
ば
お
の
れ
も
ち
て
、
女
の
を
と
こ
せ
ん
事
は
、
こ
の
か
ゞ
み
に
て
し
ら
ん
。
我
も
を
ん
な
せ
ん
事
は
、

こ
の
か
ゞ
み
に
て
し
れ
と
ち
ぎ
り
て
、
め
を
京
に
お
き
て
く
だ
り
た
り
け
る
に
、
ま
づ
を
ん
な
の
を
と
こ
を
し
た
り
け
れ
ば
、
こ

の
か
さ
ゝ
ぎ
の
か
た
は
ね
つ
き
た
る
か
ゞ
み
は
る
か
に
と
び
て
、
曹
文
が
も
た
り
け
る
か
た
に
つ
き
に
け
り
。
そ
れ
を
見
て
、
ち

ぎ
り
た
が
へ
て
を
と
こ
し
て
け
り
と
な
ん
し
り
に
け
る
。

日
本
紀
に
委
は
あ
り
。
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右
の
内
容
に
つ
い
て
、『
袖
中
抄
』
第
十
八
の
中
に
あ
る
『
綺
語
抄
』
に
関
す
る
話
と
合
わ
せ
て
考
え
た
い
。

〇
又
野
守
鏡
ト
ハ
徐
君
ガ
鏡
也
。

〇
又
綺
語
抄
ニ
ハ
曹
文
ガ
破
鏡
ノ
事
ニ
テ
釈
シ
タ
リ
其
ハ
鵲
鏡
也
ハ
シ
タ
カ
ノ
ヽ
モ
リ
ノ
カ
ヾ
ミ
ト
イ
フ
ベ
カ
ラ
ズ

「
の
も
り
の
か
ゞ
み
」
と
は
、「
徐
君
ガ
鏡
」
の
こ
と
だ
と
す
る
。「
徐
君
ガ
鏡
」
と
い
う
の
は
、
前
に
触
れ
た
『
両
京
新
記
』『
本
事
詩
』

『
太
平
広
記
』
な
ど
に
み
え
る
徐
徳
言
と
楽
昌
公
主
の
「
破
鏡
重
圓
」
型
の
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
鵲
鏡
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
、

『
太
平
御
覧
』
な
ど
に
あ
る
話
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
太
平
御
覧
』
を
見
た
か
ど
う
か
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
先
に
見
た

張
庭
芳
注
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
筆
者
は
思
う
。
何
故
な
ら
、
李
嶠
の
詩
は
、
日
本
に
伝
来
以
後
、
幼
学
書
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
張
庭
芳
の
注
も
注
目
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
、「
徐
君
ガ
鏡
」
の
故
事

を
源
光
行
は
承
知
の
上
で
、
出
所
を
「
鄭
の
人
曹
文
」
に
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
、
月
に
関
し
て
、「
破
鏡
」
を
用
い
て
説

明
す
る
源
光
行
が
一
体
何
を
考
え
て
い
た
か
を
探
っ
て
み
た
い
。

第
三
章　
「
破
鏡
」
と
し
て
の
月
に
関
す
る
考
察

一
、『
玉
台
新
詠
』
に
お
け
る
「
破
鏡
」
に
つ
い
て

　
『
漢
詩
名
句
辞
典
』⑥
に
「
古
絶
句
四
首
（
其
一
）」
の
『
玉
台
新
詠
』
五
絶
に
「
破
鏡
」
と
い
う
言
葉
が
み
え
る
。
左
に
示
す
。

藁
砧
今
何
在　

山
上
復
有
レ
山　

何
當
二
大
刀
頭
一　

破
鏡
飛
上
レ
天

－ 150 －（13）



同
書
に
次
の
よ
う
に
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
。

藁こ
う

砧ち
ん

今い
ま

何い
づ

く
に
か
在
る

山さ
ん
じ
よ
う上
復ま

た
山や

ま

有
り

何い
つ

か
当ま

さ

に
大だ

い
と
う刀
の
頭と

う

な
る
べ
き

破は
き
よ
う鏡

飛と

ん
で
天て

ん

に
上の

ぼ

る

右
の
詩
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
明
・
馮
惟
訥
『
古
詩
紀
』
に
「
藁
砧
、
砆
也
。
謂
夫
也
。
山
上
有
山
出
也
。
大

刀
頭
刀
上
鐶
也
。
破
鏡
言
半
月
當
還
也
。」
と
解
釈
し
た
よ
う
に
、「
破
鏡
」
は
時
間
の
こ
と
、「
半
月
」
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
詩
の
中
に
あ
る
「
破
鏡
飛
上
レ
天
」
と
い
う
一
句
は
、
前
掲
し
た
唐
・
白
居
易
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
月
第
四
（『
白
孔
六
帖
』
も
同
）

に
も
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
古
絶
句
は
あ
る
種
の
「
戯
訓
」
だ
が
、
唐
の
白
居
易
の
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
に
あ
る
「
破
環
・
破
鏡
：

飛
上
天
、
謂
残
月
」
は
明
の
馮
惟
訥
『
古
詩
紀
』
に
あ
る
よ
う
な
謎
解
き
の
形
で
な
く
、「
月
」
の
形
だ
け
に
止
ま
る
説
明
に
な
っ
て
い

る
。
す
る
と
、
も
し
源
光
行
が
こ
れ
を
読
ん
だ
と
し
た
ら
、「
破
鏡
」
は
「
残
月
」
と
思
う
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
分
か
る
由
が
な
く
て

も
、「
分
レ
暉ヲ

度
二
鵲
一
鏡
」
に
加
え
た
注
釈
で
あ
る
か
ら
、
ま
た
、
源
光
行
が
続
け
て
鵲
が
鏡
の
裏
に
鋳
ら
れ
る
由
来
譚
を
述
べ
る
こ
と

か
ら
す
る
と
、
そ
の
鏡
の
形
は
「
残
月
」
と
は
言
え
、
半
月
の
形
と
し
て
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
類
の
話
の
中
に

出
て
く
る
「
半
鏡
」「
半
照
」
と
は
、
月
の
「
満
月
」
に
ち
な
ん
で
、「
圓
」
を
求
め
る
、
ち
ょ
う
ど
上
弦
の
よ
う
な
形
の
、
二
つ
に
割

っ
た
半
円
形
の
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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二
、「
半
鏡
」
と
月
と
夫
婦
観

　

宋
・
華
鎮
撰
（『
雲
溪
居
士
集
』
巻
十
三
「
弦
月
」
の
詩
に
、「
半
奩
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。「
半
鏡
」
と
同
様
に
考
え
る
の
で
、
例

と
し
て
左
に
示
す
。

人
間
離

最
堪
憐

天
上
嫦
娥
恐
亦
然

昨
夜
廣
寒
分
破
鏡

半
奩
飛
上
九
重
天

ま
た
、『
御
製
詩
初
集
』
巻
十
七
に
「
古
今
體
九
十
九
首
・
弦
月
」
所
収
の
詩
に
「
塞
天
懸
二
半
鏡
一
」
と
あ
る
よ
う
に
「
弦
月
」
の
こ

と
も
示
す
。
月
だ
け
で
な
く
、
明
・
曹
學
佺
『
石
倉
歴
代
詩
選
』
卷
九
十
六
に
あ
る
よ
う
に
、「
拆
釵
伴
レ
妾
埋
二
青
塜
一
、
半
鏡
隨
レ
郎

葬
二
杜
郵
一
」
と
は
、
具
体
的
な
女
子
用
の
化
粧
道
具
と
し
て
の
鏡
も
指
す
。

む
す
び

　

以
上
、
鏡
と
し
て
の
「
半
鏡
」
や
「
半
照
」、
日
本
語
で
言
う
「
片
割
れ
鏡
」
は
み
な
「
破
鏡
」
の
範
疇
に
入
る
も
の
と
考
え
る
。
何

故
な
ら
、
こ
れ
ら
を
月
に
喩
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
形
は
上
弦
の
月
あ
る
い
は
下
弦
の
月
の
形
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
月
の

満
ち
欠
け
と
い
う
天
文
的
現
象
に
従
っ
て
、「
破
鏡
」
と
い
う
の
は
月
の
満
ち
欠
け
に
準
じ
て
新
月
、
満
月
（
望
月
）、
晦
以
外
は
、
み

な
「
破
鏡
」
で
あ
る
こ
と
が
言
え
る
。
三
日
月
や
「
半
鏡
」、
そ
れ
以
外
の
割
れ
た
形
は
す
べ
て
当
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。「
半
鏡
」
と
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い
う
の
は
上
弦
や
下
弦
の
時
の
月
の
形
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。「
破
鏡
」
の
中
に
は
、「
半
鏡
」
す
な
わ
ち
満
月
の
半
分
も
含
ま
れ
て

い
る
し
、
ほ
か
の
形
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
「
半
鏡
」
は
「
破
鏡
」
を
含
み
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
破
鏡
」
は

「
半
鏡
」
に
非
ず
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

﹇
注
﹈

① 

漢
・
司
馬
遷
、
唐
・
司
馬
貞
索
隱
、
唐
・
張
守
節
正
義
、
宋
・
裴

集
解
『
史
記
』
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
、
第
二
冊
、
巻
八
〜
巻
十
五
、
四
五
六
頁
。

② 『
群
書
解
題
』
第
十
、
續
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
一
年
、
三
四
頁
。

③ 

乾
克
己
「
十
訓
抄
と
文
鳳
抄
・
百
詠
和
歌
」『
金
沢
文
庫
研
究
』
第
一
五
巻
第
二
号
（
通
巻
一
五
四
号
）、
中
島
印
刷
所
、
一
九
六
九
年
。

④ 

池
田
利
夫
『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
研
究
翻
訳
説
話　

と
そ
の
典
拠
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
四
年
。

⑤ 

拙
論
「「
魄
」
の
形
に
つ
い
て
―
月
相
表
現
を
中
心
に
―
」（『
形
の
文
化
研
究
』、
形
の
文
化
会
、
第
八
巻
一
号
、
二
〇
一
四
年
、
二
頁
）
に
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
。

⑥ 

鎌
田
正
・
米
山
寅
太
郎
『
漢
詩
名
句
辞
典
』
大
修
館
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
二
頁
。

＊
討
論
要
旨

　

小
山
順
子
氏
は
、
本
発
表
の
ね
ら
い
と
は
源
光
行
『
百
詠
和
歌
』
と
そ
の
原
典
で
あ
る
『
李
嶠
百
詠
』
の
対
応
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
、
と
確
認
し
た
。
発
表

者
は
、
光
行
に
よ
る
注
が
張
庭
芳
の
『
李
嶠
百
詠
』
注
を
専
ら
参
照
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て
両
者
の
対
応
関
係
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
月
の
一
の
名
に
破
鏡
と
云
」
と
い

う
一
文
に
関
し
て
は
光
行
が
新
た
に
付
け
加
え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
一
文
は
光
行
が
李
嶠
の
記
述
の
全
体
に
対
し
て
付
し
た
注
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
研
究
の
経
緯
を
説
明
し
た
。
小
山
氏
は
、
中
国
の
漢
詩
は
日
本
の
和
歌
と
は
異
な
り
、
基
本
的
に
月
と
い
え
ば
満
月
を
指
す
の
だ
か
ら
、
少
し
で
も
欠
け
て
い
れ
ば
「
破
鏡
」
と
い

う
、
と
理
解
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
質
問
し
た
。
発
表
者
は
、
光
行
が
李
嶠
の
原
詩
に
も
な
か
っ
た
「
破
鏡
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
何
を
表
そ
う
と
し
た
の
か
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
、「
半
鏡
」「
半
照
」
な
ど
と
の
意
味
の
違
い
を
さ
ま
ざ
ま
な
用
例
に
基
づ
い
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
っ
た
、
と
本
発
表
の
意
義
を
主
張
し
た
。
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